【様式】現金払いが可能な場合
旅費計算・領収書（現金払用）
	（研修実施組合等の名称）

	 　　 領収者の所属団体等名称
	     役　職（又 は 職 業）
	   　   氏　　　　　　名

	
	    
	
	                              殿

	年月日

	出発駅

	到着駅

	宿泊地

	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　賃
	航空賃

	車　賃
（ﾊﾞｽ･
ﾓﾉﾚｰﾙ）
	宿泊料
	計


	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急
料金
	計
	路 程
	運 賃
	
	
	夜 数
	実　費
	

	
	
	
	
	㎞
	円
	円
	円
	㎞
	円
	円
	円
	日
	円
	円

	
	
	
	
	  
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	  
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 

	
	
	
	
	  
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	円

	支　給　額
	  左記の金額を領収しました。
    令和　　年　　月　　日
     氏　名                            eq \o\ac(○,印)
　　　　　注）自署又は記名押印（ゴム印不可）
	備
考
	〈列　車〉

	
	
	
	往：シーズン区分［ 通常期　繁忙期  閑散期 ］
運賃種別　 ［　　　 　　　　　　　　］
復：シーズン区分［ 通常期　繁忙期  閑散期 ］
運賃種別　 ［　　　 　　　　　　　　］

	
	
	
	〈航空便〉

	
	
	
	往：シーズン区分［ 通常期  多客期　閑散期 ］
運賃種別　 ［　　　 　　　　　　　　］
復：シーズン区分［ 通常期　多客期　閑散期 ］
運賃種別　 ［　　　 　　　　　　　　］



※ 受講生旅費支給対象者、片道５０ｋｍ以内の対象者、研修実施組合等の事務局専従役職者への支払に限り、


現金支払が可能となる


※ 講師謝金は現金払不可（講師謝金の支払を伴う場合は、原則、講師旅費も源泉徴収をすること）


※ 受講生旅費・職員等旅費では、源泉徴収不要　　　　　　　　　　　


※「旅費計算ソフト」などの算出根拠が分かる資料を添付すること。


※ 宿泊した場合は「宿泊料支払を証する書面」「宿泊を証する書面」を添付すること　　　　　　　　　


※ 航空便を利用した場合は「航空賃支払を証する書面」「搭乗を証する書面」を添付すること  　 


　　












